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　上越市は、新潟県西部上越地方の白本海沿岸に位置し、

市域は、関川下流の高田平野主要部と、その西側の西頸城

丘陵および西頸城山地の東部にかけて広がる。上越地方に

生育する維管束植物の分布や生態については、数多くの報

告（吉川1959、小川1974、丸山1982、長谷川・富取1985、松

井1985など）がなされているが、上越市に生育する維管束

植物を総括した目録はこれまでなく、最近ようやく「上越

市史資料編：1．自然一別冊、植物目録（上越市史編さん委員

会2002）」において作成された。

　この植物目録中の「1維管束植物」（上越市産維管束植物

目録：以下、目録と呼ぶ）は、平成7年から12年にかけて行

われた調査に越づき、著者等がまとめたものであり、148科

972分類群から構成されるが、時間的制約により関連文献

との照合が充分になされていなかった。そこで出版後、関

連文献との照合を行ったところ、「新潟県植物分布図集第1

～20集（池上・石沢1980～2000）」に上越市の産地が証拠標

本を引用して記載されているのにも係わらず、目録には含

まれていない植物が29種あることが判明した。また、本州

日本海側におけるナガエスゲCarex　otayae　O　hwiとタテヤ

マスゲCarex　aphytloptLs　K甑enth．の混同を指摘した藤

原・松田（1994）の論文も見落としていたため、この論文の

指摘に従って目録に含まれるタテヤマスゲの標本を再検討

したところ、それらはナガエスゲの同定間違いであったこ

とが判明したeさらにその後、上越教育大学構内の植物相

調査を行う中で、目録に記載漏れした植物が10種あること

も明らかとなったため、現状で、目録に合計40種を追加す

ると共に、タテヤマスゲを削除する必要が生じた。

　そこで本稿において、1種の訂正を含む追加種リストを作

成し、上越市産維管束植物目録補遺として報告することと

した。この追加種リストでは、新潟県植物分布図集に上越

市の産地が記載されている種には、その分布図集番号と頁

を付記し、それ以外の種では、五百川が保管する証拠標本

を引用した。分布図集に引用された証拠標本の多くは、

1980年代前半以前の採集品であり、今後、現在の分布状況

を確認する必要があるが、市内において比較的自然環境が

維持されている市西部の丘陵や山地で採集された種が多い

ことから、殆どは現在も生育しているものと考えられる。

ただし、高田平野辺縁部で採集されているヒシモドキとミ

クリに関しては、上越市の水生植物の現況を精力的に調査

している市川（2002）によっても分布が確認されておらず、

近年の人為による池沼の消滅あるいは環境改変によって、

市内では絶滅している可能性が高い6

　本稿における追加によって、上越市産維管束植物目録

は、シダ植物19科87種4変種1品種、裸子植物6科13変種1変

i毬、被子植物123科893種1亜種11i変種1品種を含む148科

1012分類群から構成されることとなった。平成17年1月1

日に予定される市町村合併により、上越市は拡大し、現在

の市域は行政区域としては意味を持たなくなる可能性が高

いが、現状の上越市産維管束植物目録を基礎資料として、

今後とも上越地域の植物分布の実態把握に努めていきたい

と考える。

　上越市産維管束植物目録の作成にあたっては、一部の種

の同定に池上義信先生のご指導をいただき、また、頑張っ

ていいものを作るようにとの励ましの言葉もいただいた。

ここに深く感謝すると共に、慎んでご冥福をお祈りいたし

ます。
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を単位とする名称は定められず、市報等でも「合併前の上

越市の区域」と表現されるのみとなった。
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　　　上越市産維管束植物目録追加種リスト

　　　　　PTERlDOPHYTA　シダ植物門

　eph　iog　lossaceae　ハナヤスリ科

Botりychium　multiYidum　（S．　G．　Gme　1．）RUPI㌔

　var．　robustum　　（Rupr．　ex　Hilde）C．　Chr．

　エゾフユノハナワラビ：分布図集第8集1頂

　Aspleniaceaeチャセンシダ科

Asplenium　trichomanes　L．

　チャセンシダ：分布図集第17St！9頁

　Dryopteridaceaeオシダ科

Art　tchniodes　miqueliana　（｛axi皿．）Ohwi

　ナンゴクナライシダ：分布図集第16集17頁

Dr　yopteris　hontlberzsis　Koidz．

　オオベニシダ：分布図集第10集55頁

Dryopteris　montt’cota　（Mak　ino）C．　Chエ㌔

　ミヤマベニシダ：分布図集第8集37頁

」Polystichum　craspedosorum　（Max　i皿．）Diels

　ツルデンダ：分布図集第3集21頁

Polys∫tichum　microchlamys　（H，　Christ）｝latsum．

　カラクサイノデ：分布図集第19集5頁

　Thelypteridaceae　ヒメシダ科

Thelypteris　quelpaertensis　（H．　Christ）Ch　i　ngL

　オオバショリマ：分布図集第17集1頁

　Woods　i　aceae　イワテンダ科

Athyrium　dε’‘o’dψoπ5　Makino　f．　ohmurae　Sa．　Ku　ra七a

　オゼサトメシダ；分布図集第4集19頁

　　　SPERMATOPHYI’A種子植物門

　　　ANG　1　OSPERIVIAE　被子植物亜門

　　　　DlCOTYLEOONEAE双子葉植物綱

　　　　　CHOR　l　PErALAE離弁花亜綱

　Salicaceaeヤナギ科

Satix　miyabeana　See皿en

　subsp．　gilgiana（Seemen）旺Ohashi

　カワヤナギ：分布図集第8集55頁

SaiiX　triandra　L．

　タチヤナギ：分布図集第3集37頁

　Ranuncu　l　aceae　キンポウゲ科

Catthぬ、palustrts　L．　vaL　　nipponica　｝｛．　Ha　ra

　リュウキンカ：分布図集第6集127頁

　Sax　i　fragaceaeユキノシタ科

Mitella　paUCIf70ra　Rosend

　コチャルメ！レソウ：分布図集第3集1eg頁

　Rosaceae　バラ科

Agrimonia　nipponica　Koidz．

　ヒメキンミズヒキ：YI－6036（13　Sep．2001．山屋敷町）

Potentilla　chinensis　Ser．

　カワラサイコ：分布図集第9集158軍

．Pru祀us　sargentii　Rehder

　オオヤマザクラ：分布図集第5集161頁

　Euphorbiaceae　トウダイグサ科

Phyllanthus　ussuriensis　Rup　1髭　et　Maxim．

　ヒメミカンソウ：分布図集第4集207頁

　Eiaeagnaceaeグミ科

ElaeagnttS　牌ロ”坦orα　Thunb．

　var．　hortensis　（｝｛axim）Servett，

　トウグミ：分布図集第7集229頁

　Violaceae　スミレ科

viola　5e疎ゴr耐j　Pursh　ex　Goldie

　ミヤマスミレ：分布図集第8集201頁

　Ara　l　iaceae　ウコギ科

Eteutherococcus　innovans　（S　iebo　ld　e　t　Zucc．）H．　Ohba

　タカノツメ：YI－6038（21　Jun．2001．山屋敷町）

KalopanaM　septemlobttS　（Thunb．）Ko　i　dz，

　ハリギリ：YI－6047（5　Sep．2002．山屋敷町）
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SYHPETALAE合弁花亜綱

　Er董cace8e　　ツツジ手斗

Rhododendron／aponicurn　（A．　Gray）Suringar

　レンゲツッジ：YI－6048（5｝lay　2002．山屋敷町）

　Oleaceaeモクセイ科

Fraxinus　siebotdiana　Blu皿e

　マルバアオダモ：分布図集第9集291頁

　Rubiaceae　アカネ科

Ga伽n　pseudoロsp　reUum｝lakin。

　オオバノヤエムグラ：分布図集第5集309頁

　Labiatae　シソ科

Mosla　scabra’ iThunb．）C．　Y．　SVu　et　H．　W．　Li

　イヌコウジュ：YI－6037（13　Sep．2001．山屋敷町）

　Acanthaceaeキツネノマゴ科

Justi（ゴa　procumbens　L．

キツネノマゴ：YI－6039（240ct．2001．山屋敷1町）

　Trapellaceae　ヒシモドキ科

Trapel’a　sinensis　Oliv．

ヒシモドキ：分布図集第9集325頁

　Caprifoliaceae　スイカズラ科

Sambucus　chinensis　Lind1．

ソクズ：分布図集第7集327頁

　Compositaeキク科　　　　　　　　　　　冒

Anaρhatis　margaritacea　（L．）　Benth，　et　Hook．　f．

　subup．　margaritacea

　ヤマIvNコ　：YI－6046　（20　Sep．　2002．　山屋敷田丁）

Aster　savatieri　｝｛akino

　ミヤマヨメナ1分布図集第20集61頁

Carpesium　abrotanoides　L，

　ヤブタバコ：分布図集第17集67頁

MONeCO丁YLEDONEAE単子葉植物網

　Poaceae　イネ科・

Dimeria　ornithopoda　Trin．

カリマタガヤ：分布図集第20集69頁

Eccoilopus　‘o加’旋r　（Thunb．）A．　Ca皿us

　アブラススキ：Yi－6045・（290ct．2002．山屋敷町）

　Sparganiaceae　ミクリ科

Sparganium　erectum　L．

　ミクリ：分布図集第9集417頁

　Cyperaceaeカヤツリグサ科

Carex　lenta　D．　Don

　ナキリスゲ：分布図集第2集387頁

Carex　otayae　Ohw　i

　ナガエスゲ：目録のタテヤマスゲCarexαp1サ伽p螂

　　　　　　KUkenth．を本種に訂正

、Fimbristylis　autumnatis　（L．）Roem；　et　Schu　l　tt

　ヒメヒラテンツキ：YI－6043（40ct．2002．山屋敷町）

Fimbristy’is　diphytloides　Makino

　クロテンツキ：YI－6041（40ct．・2002．山屋敷町）

　Orchidaceaeラン科

Ptatanthera．floren　tii　Franch．　et　Sav．

　ジンバイソウ：分布図集第9集443頁

Tulotis　u∬uriensis　（Rege　l　et　Maack）乱Hara

　トンボソウ：分布図集第10集475頁
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